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小
畑
校
長
自
ら
が
講
師
を

務
め
る
ワ
ー
ク
形
式
授
業

の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理
解
講
座
」

一
昨
年
８
月
に
竣
工
し
た

新
校
舎
「
宴
会
場
」

江
戸
川
大
学
外
観

観
光
は
明
日
の
日
本
を
支
え

る
重
要
な
産
業
と
い
わ
れ
、
今

後
さ
ら
な
る
成
長
が
見
込
ま
れ

る
が
、
そ
の
成
長
を
確
か
な
も

の
に
す
る
に
は
優
秀
な
人
材
の

確
保
が
必
要
不
可
欠
だ
。
こ
こ

で
は
観
光
に
関
わ
る
充
実
し
た

教
育
環
境
を
誇
る
大
学
、
専
門

学
校
９
校
を
取
り
上
げ
た
。

崎
本
教
授

今
年
、
創
立

周
年
を
迎

え
る
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ホ

テ
ル
専
門
学
校
（
東
京
都
新

宿
区
）
は
、
「
日
本
初
の
ホ

テ
ル
に
特
化
し
た
専
門
学

校
」
と
し
て
、
観
光
立
国
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
る
。

今
日
ま
で
１
万
２
千
人
を

超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
、

総
支
配
人
か
ら
サ
ー
ビ
ス
ス

タ
ッ
フ
、
ま
た
旅
館
の
後
継

者
、経
営
者
と
、あ
ら
ゆ
る
ス

テ
ー
ジ
で
活
躍
し
て
い
る
。

１
９
７
２
年
に
始
ま
っ
た

１
年
制
の「
ホ
テ
ル
専
攻
科
」

を「
ホ
テ
ル
旅
館
経
営
学
科
」

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
２
０
１

７
年
度
）
。
「
宿
泊
施
設
の

後
継
者
が
集
ま
る
と
い
う
点

で
は
国
内
唯
一
の
学
科
で
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
後
継
者
・

経
営
者
育
成
の
環
境
強
化
が

主
な
目
的
」
と
校
長
の
小
畑

貴
裕
氏
。

経
営
者
に
最
も
必
要
な
こ

と
は
「
旗
振
り
」
で
、
自
身

が
正
し
い
と
思
う
決
断
を

し
、
社
員
に
方
向
性
を
示
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
そ
の
た
め
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
皮
切
り
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

を
基
盤
と
し
、
管
理
理
論
と

実
践
的
な
も
の
に
特
化
し
た

講
義
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た

点
が
最
大
の
特
徴
」
と
小
畑

氏
。特

別
授
業
と
し
て
、
宿
泊

業
界
に
特
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
「
宿
屋
大
学
」
が

主
催
す
る
講
座
に
通
年
、
社

会
人
に
混
ざ
り
参
加
。
日
本

の
宿
泊
業
界
を
け
ん
引
す
る

著
名
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
講

師
や
受
講
者
と
の
つ
な
が
り

も
生
ま
れ
、
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
大
の
財
産

で
、
人
脈
づ
く
り
に
も
貢
献

し
て
い
る
」
と
力
説
す
る
。

対
し
て
２
年
制
の
「
ホ
テ

ル
科
」
は
お
も
て
な
し
の
プ

ロ
を
追
求
し
て
い
る
点
が
特

徴
で
、
実
際
の
ホ
テ
ル
で
の

授
業
で
実
践
ス
キ
ル
を
磨
く

べ
く
、
６
カ
月
間
の
ホ
テ
ル

実
習
で
自
身
の
可
能
性
を
広

げ
る
と
い
う
。

１
年
次
の
夏
期
休
暇
に
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
実
習
の
参
加

も
可
能
で
、
こ
れ
ら
の
企
業

で
の
実
習
が
即
戦
力
と
な
る

人
材
の
輩
出
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
校
で
は
今
後
、

業
界
の
抱
え
る
慢
性
的
な
人

手
不
足
の
解
消
に
も
取
り
組

む
べ
く
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
に
も
注
力
し
、
真
の
ホ
テ

リ
エ
を
育
て
る
覚
悟
だ
。

先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た

歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
自
信
を
深
め
る
場
と
し

て
、
こ
の
学
校
は
存
在
し
、

「
次
代
を
担
う
人
材
を
輩
出

す
る
こ
と
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
大

き
な
使
命
」
と
語
る
。

日
本
で
唯
一
ホ
テ
ル
が
作

っ
た
学
校
と
し
て
確
固
た
る

地
位
を
築
く
学
校
法
人
日
本

ホ
テ
ル
学
院
が
運
営
す
る
専

門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー

ル
（
東
京
都
中
野
区
）
は
、

今
年
設
立
か
ら

年
を
迎
え

た
。
同
校
の
教
育
理
念
は
、

「
礼
と
節
を
重
ん
ず
る
人
間

の
育
成
」
「
理
論
と
実
技
の

一
体
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

創
造
」
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。卒

業
生
は
今
日
ま
で
に
１

万
４
千
人
を
超
え
、
ホ
テ
ル

・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
レ
ス
ト
ラ

ン
業
界
で
幅
広
く
活
躍
し
、

日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
一
翼

を
担
い
続
け
て
い
る
。

今
年
３
月
の
卒
業
生
の
就

職
状
況
は
、
日
本
全
国
の
ホ

テ
ル
・
旅
館
な
ど
に
採
用
さ

れ
、
就
職
希
望
者
全
員
の
進

路
が
確
定
し
た
。
「
昨
今
の

業
界
が
抱
え
る
慢
性
的
な
人

材
不
足
に
伴
い
、
企
業
の
求

人
ニ
ー
ズ
は
高
止
ま
り
状

態
。就
職
決
定
者
の

％
が
、

２
年
間
の
学
び
を
通
し
て
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
に
進
ん

だ
」
と
同
校
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
夏
に

新
校
舎
を
竣
工
し
、
ホ
テ
ル

フ
ロ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
新
規

導
入
や
拡
張
さ
れ
た
演
習
会

場
で
模
擬
披
露
宴
を
実
施
す

る
な
ど
教
育
の
充
実
化
を
図

っ
て
い
る
。

開
校
以
降
、「
産
学
連
携
」

を
軸
と
し
て
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
み
立
て
、
ホ
テ
ル

・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
を
中
心
に
、

企
業
と
連
携
し
た
実
践
教
育

を
行
う
。
当
初
か
ら
企
業
実

習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

を
導
入
し
た
独
自
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
現
場
で

活
躍
で
き
る
ホ
テ
リ
エ
を
育

て
て
き
た
。
「
現
場
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
て
る
に

は
、
理
論
と
実
技
を
一
体
化

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
と
力

説
す
る
。

ま
た
、昨
年
４
月
か
ら
は
、

昨
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
契
機
に
、
「
表

現
し
て
伝
え
る
力
」
を
持
っ

た
次
世
代
の
ホ
テ
リ
エ
の
育

成
を
目
指
す
「
ホ
テ
ル
Ｓ
Ｎ

Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

（
昼
間
部
）
」
を
新
設
。
ホ

テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
加

え
て
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
設
け
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
ホ
テ

ル
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
広

報
に
生
か
す
力
を
養
う
こ
と

が
目
標
」
と
話
す
。

江
戸
川
大
学
は
千
葉
県
流

山
市
の
駒
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で

観
光
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
（
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
東
武

ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）

か
ら
無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

６
分
、
徒
歩
だ
と

分
の
便

利
な
場
所
に
立
地
し
て
い

る
。同

大
の
ル
ー
ツ
は
１
９
３

１
年
設
立
の
城
東
高
等
家
政

女
学
校
。
「
教
養
あ
る
堅
実

な
女
性
の
育
成
」
を
教
育
理

念
と
し
、
そ
の
指
針
と
し
て

「
誠
実
」
「
明
朗
」
「
喜
働

（
き
ど
う
）
」
の
三
つ
を
掲

げ
た
。
現
在
、
学
校
法
人
江

戸
川
学
園
は
、
１
９
９
０
年

に
開
学
し
た
江
戸
川
大
学
を

は
じ
め
小
・
中
・
高
・
専
門

学
校
の
計
７
校
で
、
約
７
千

人
の
学
生
、
生
徒
、
児
童
が

学
ぶ
総
合
学
園
と
な
っ
て
い

る
。江

戸
川
大
学
と
し
て
の
教

育
理
念
は
「
人
間
と
し
て
の

優
し
さ
に
満
ち
、
普
遍
的
な

教
養
と
時
代
が
求
め
る
専
門

性
に
よ
り
社
会
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
」
。
つ
ま
り

「
人
間
陶
冶
」
を
掲
げ
て
い

る
。
「
情
報
力
を
磨
き
、
国

際
力
を
育
て
る
」
た
め
、
同

大
学
で
は
開
学
以
来
、
学
生

全
員
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

無
償
貸
与
。
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
留
学
を
支
援

す
る
奨
学
制
度
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ

ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
整
う
。
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
「
入
学
時

英
検
２
級
以
上
で
初

年
次
学
費

万
円
減

免
＋
夏
季
海
外
研
修

費
用
免
除
」
「
留
学

費
用
約
３
０
０
万
円

を
大
学
が
全
額
支

給
」
「
帰
国
後
の
学

費

万
円
減
免
」
と
極
め
て

手
厚
い
。

同
大
は
、
社
会
学
部
（
現

代
社
会
学
科
、
人
間
心
理
学

科
、
経
営
社
会
学
科
）
と
メ

デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部（
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
、
情
報
文
化

学
科
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
）
の
２
学
部

６
学
科
制
。
観
光
教
育
は
社

会
学
部
現
代
社
会
学
科
（
定

員

人
）
が
担
っ
て
い
る
。

同
学
科
は
「
観
光
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク

・
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
「
文
化
人
類
学
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
「
民
俗
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
「
環
境
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
（
く
ら
し
と
地
球
環

境
）
」
「
環
境
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
自
然
共
生
社
会
）
」

「
博
物
館
学
・
文
化
遺
産
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
「
食
文
化
・

レ
ジ
ャ
ー
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

「
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
（
競
技
）
」
「
ス
ポ
ー

ル
社
会
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
公

共
）
」
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を


人
の
教
員
が
担
当
し
て
い

る
。観

光
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
担

当
す
る
学
科
長
の
崎
本
武
志

教
授
は
「
現
代
社
会
学
科
の


ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
全
て
『
観

光
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。
同
教
授
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
出

身
。
日
本
国
際
観
光
学
会
の

会
長
、
鉄
旅
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

の
審
査
委
員
も
務
め
て
い

る
。「

社
会
学
部
現
代
社
会
学

科
で
は
、
社
会
学
を
基
盤
に

し
た
基
礎
的
な
知
識
と
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
手
法

を
身
に
つ
け
、
多
様
な
研
究

領
域
か
ら
社
会
の
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
。
『
現
場
で

学
び
、
問
題
に
切
り
込
ん
で

常
識
を
疑
い
、
解
決
策
を
提

示
す
る
』
と
い
う
一
連
の
流

れ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

『
文
化
』『
観
光
』『
環
境
』

『
ス
ポ
ー
ツ
』
の
四
つ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
か
ら
現
代
社
会
を

捉
え
る
力
を
養
う
と
と
も

に
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て

調
査
研
究
を
行
う
『
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
』で
、調
査
力
、

発
見
力
、
考
察
力
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
、
解
決
力
を
身
に

付
け
ま
す
。
３
年
次
か
ら
は


の
研
究
領
域
か
ら
興
味
関

心
に
あ
っ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

選
択
し
、
自
身
の
研
究
テ
ー

マ
を
探
求
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
（
崎
本
教
授
）
。

こ
の
４
月
に
は
新
施
設

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ラ

ボ
」
を
開
設
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
専
門
の
常
設
教
室
と

し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
準
備
、
研
究
、
発
表
と
展

示
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
を
学
生

た
ち
が
相
互
に
確
認
し
あ
え

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
取
り

組
み
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

観
光
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
柏
駅
と
連
携
し

て
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
を
基
点
に
周

辺
地
域
の
魅
力
を
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
」
に
参
画
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
、当
日
の
受
付
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
利
用
方
法

の
案
内
な
ど
も
行
い
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
実
践
で
学
ぶ

場
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
テ
ー
マ
パ
ー
ク

・
観
光
ま
ち
づ
く
り

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
大

塚
良
治
教
授
が
担

当
。
「
ま
ち
で
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
し
て
、
地
域
活
性

化
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。
受

講
生
に
は
地
域
活
性

化
策
を
作
成
し
て
も

ら
い
、
行
政
な
ど
へ

の
提
案
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
学
び

が
地
域
課
題
の
解
決
に
結
び

つ
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
」

（
大
塚
教
授
）
。

土
屋
薫
教
授
は
「
食
文
化

・
レ
ジ
ャ
ー
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
を
担
当
。
「
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
マ
ク

ロ
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
個

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関

わ
る
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら

も
、
食
の
問
題
に
焦
点
を
当

て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
」

と
同
ゼ
ミ
の
特
色
を
話
す
。

野
上
玲
子
講
師
担
当
の

「
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
（
公
共
）
」
で
は
、
サ

ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
へ
行

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
と
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
と
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

っ
て
い
る
。

文
化
人
類
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
川
瀬
由
高
准
教
授
）
で
は

台
湾
に
、
環
境
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
中
島
慶
二
教
授
・
奥
山

正
樹
教
授
）
で
は
上
高
地
に

そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
行
き
、
学
生
か
ら
も
好

評
を
博
し
て
い
る
。

同
学
科
の
卒
業
生
の
就
職

先
は
、
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ

ス
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

イ
オ
ン
コ
ン
パ
ス
、
リ
ゾ
ー

ト
ト
ラ
ス
ト
、
東
横
イ
ン
、

日
光
・
鬼
怒
川
リ
ゾ
ー
ト
鬼

怒
川
温
泉
山
楽
、
稲
取
赤
尾

ホ
テ
ル
、伊
東
園
ホ
テ
ル
ズ
、

休
暇
村
協
会
、
グ
リ
ー
ン
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
東
京
エ
ア
ポ
ー
ト
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ジ
ャ
ル
ロ
イ
ヤ

ル
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
、
秩
父
鉄
道
、
東
急
バ

ス
、
リ
ム
ジ
ン
・
パ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。
観

光
・
観
光
関
連
業
界
へ
確
実

に
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。




